
一
佐
倉
時
代
の
概
要

蘭
医
佐
藤
泰
然
（
一
八
○
四
’
七
四
）
は
長
崎
遊
学
か
ら
帰
っ
て
よ
り
江
戸
薬
研
堀
で
医
を
開
業
し
、
江
戸
の
蘭
方
外
科
医
と
し
て
有
名
と
な

っ
て
い
た
が
、
急
に
佐
倉
の
堀
田
氏
の
城
下
に
移
住
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
わ
け
は
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
泰
然
の
父
藤
佐
の
生
国

庄
内
の
藩
主
酒
井
氏
の
転
封
引
留
運
動
を
行
い
、
領
民
の
直
訴
歎
願
に
、
父
と
共
に
泰
然
が
煽
動
し
た
と
い
う
疑
い
に
、
泰
然
・
藤
佐
が
老
中

首
座
水
野
忠
邦
に
取
り
調
べ
を
う
け
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
江
戸
に
近
い
佐
倉
に
逃
避
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
る
。

順
天
堂
第
二
代
の
堂
主
佐
藤
尚
中
は
初
代
の
父
泰
然
と
共
に
佐
倉
で
の
順
天
堂
の
経
営
と
佐
倉
堀
田
藩
の
医
政
に
尽
す
こ
と
二
十
七
年
の
永

き
に
亘
り
、
年
齢
か
ら
は
十
七
歳
か
ら
四
十
二
歳
迄
の
壮
年
期
で
血
気
盛
ん
な
時
代
に
当
る
。
尚
中
が
幕
末
明
治
初
期
に
際
し
日
本
の
近
代
医

学
の
発
達
に
貢
献
し
た
こ
と
は
、
小
川
鼎
三
先
生
を
主
軸
と
し
て
の
編
集
「
順
天
堂
史
上
巻
」
で
も
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の

際
は
主
と
し
て
尚
中
の
安
政
六
年
家
督
相
続
以
降
、
明
治
二
年
東
京
に
出
る
迄
の
十
一
年
間
、
佐
倉
で
の
概
要
を
先
ず
述
べ
る
。
次
に
尚
中
の

学
問
の
基
礎
と
な
っ
た
漢
学
の
教
養
の
拠
っ
て
来
る
と
こ
ろ
、
ま
た
尚
中
を
と
り
ま
く
後
援
者
と
思
わ
れ
る
者
の
う
ち
の
有
力
で
あ
っ
た
と
見

ら
れ
る
藩
校
成
徳
書
院
奉
行
の
金
井
右
膳
と
豪
農
大
河
平
兵
衛
に
つ
い
て
そ
の
次
第
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

佐
倉
時
代
の
尚
中

篠
丸
頼
彦
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そ
れ
は
佐
倉
城
主
堀
田
正
睦
は
開
明
的
な
藩
主
で
あ
り
、
ま
た
藩
校
医
学
所
で
は
蘭
医
学
を
講
義
し
て
い
る
し
（
天
保
一
三
年
よ
り
）
砲
術
其
他

に
も
蘭
学
を
と
り
い
れ
て
い
る
等
も
そ
の
直
接
の
事
情
と
見
ら
れ
よ
う
。
か
く
し
て
天
保
一
四
年
八
月
、
泰
然
は
佐
倉
城
大
手
門
内
広
小
路
の

渡
辺
弥
一
兵
衛
宅
に
一
先
ず
落
ち
つ
い
た
が
こ
の
時
、
尚
中
も
随
行
し
て
い
る
。
こ
の
渡
辺
氏
は
堀
田
氏
の
太
祖
正
盛
以
来
廃
藩
迄
仕
え
た
譜

代
の
重
臣
で
あ
る
。
上
層
藩
士
五
’
六
名
で
構
成
（
江
戸
と
佐
倉
で
）
す
る
年
寄
役
を
つ
と
め
て
い
る
。
ま
た
弥
一
兵
衛
は
文
政
未
年
、
蘭
医

の
外
科
手
術
を
う
け
、
蘭
方
医
学
を
高
く
評
価
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
渡
辺
氏
が
何
か
と
世
話
を
し
た
こ
と
が
泰
然
の
将
来
に
幸
先
ょ

順
天
堂
の
建
物
泰
然
の
屋
敷
地
は
初
め
は
道
路
の
南
側
で
、
嘉
永
六
年
の
測
量
術
に
よ
る
実
測
絵
図
で
は
間
口
一
五
間
、
奥
行
五
○
間
で

天
保
十
四
年
一
○
月
、
順
天
堂
塾
を
称
し
た
の
は
こ
の
地
で
あ
る
。
こ
の
初
め
の
順
天
堂
の
場
所
に
は
泰
然
時
代
の
嘉
永
六
年
隠
居
迄
の
一
七

年
間
こ
こ
に
い
た
。
こ
の
前
半
時
代
の
施
設
等
は
史
料
で
は
見
ら
れ
な
い
。
尤
、
明
治
初
年
に
順
天
堂
の
建
物
を
買
っ
て
（
八
畳
間
床
付
）
移

築
し
た
記
録
も
あ
る
の
で
或
は
明
治
五
年
頃
迄
（
こ
の
年
泰
然
死
去
）
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
て
、
多
く
の
遊
学
生
の
宿
舎
に
あ
て
た
も
の
か
と

も
推
定
さ
れ
る
。
の
ち
、
初
め
の
順
天
堂
地
か
ら
嘉
永
五
年
、
街
道
を
挾
ん
で
反
対
側
、
即
ち
本
町
北
側
に
病
院
と
塾
の
施
設
の
建
築
に
着
手

し
、
翌
六
年
新
築
完
工
し
新
建
築
に
引
移
っ
た
。
こ
の
年
か
ら
明
治
二
年
、
尚
中
の
東
京
移
住
の
十
一
年
間
が
尚
中
の
佐
倉
住
い
の
後
半
に
当

本
町
に
落
ち
つ
く
二
ヶ
月
の
後
渡
辺
家
の
世
話
を
辞
し
て
弥
一
兵
衛
の
計
ら
い
で
城
下
の
外
れ
で
西
方
の
佐
倉
本
町
に
居
を
定
め
た
。
そ

の
位
置
は
成
田
街
道
沿
い
で
、
現
佐
倉
高
校
校
門
前
を
通
る
バ
イ
パ
ス
の
交
叉
点
の
位
置
の
南
側
で
あ
る
。
こ
の
本
町
の
地
は
城
下
の
商
人
町

で
あ
る
佐
倉
新
町
に
続
く
台
地
で
馬
の
背
の
よ
う
な
南
北
に
斜
面
を
持
つ
細
長
い
地
勢
で
あ
る
。
こ
の
本
町
の
地
は
天
正
一
八
年
下
総
国
北
部

に
君
臨
し
た
千
葉
氏
の
居
城
た
る
酒
々
井
の
根
古
谷
城
が
小
田
原
の
北
條
に
攻
め
落
さ
れ
、
徳
川
家
康
の
治
下
に
入
っ
た
際
、
佐
倉
領
統
治
の

拠
点
を
酒
を
井
の
本
佐
倉
に
移
し
、
そ
の
家
臣
団
の
城
下
に
と
計
画
し
、
旧
来
の
大
蛇
村
の
郷
村
を
東
西
に
帯
の
よ
う
に
割
地
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
に
武
家
屋
敷
、
商
人
街
を
割
当
て
た
。
そ
こ
で
東
西
の
道
路
の
両
側
を
短
冊
形
に
割
り
、
奥
行
五
○
間
（
六
○
米
前
後
）
間
口
一

五
間
（
二
○
米
前
後
）
と
し
た
。

い
、
も
の
と
な
つ
た
。
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な
お
こ
の
新
築
移
転
は
泰
然
の
隠
居
、
尚
中
の
相
続
に
関
係
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

新
た
に
移
っ
た
場
所
は
前
の
と
こ
ろ
の
反
対
側
で
、
字
本
町
北
側
、
間
口
二
二
間
・
奥
行
四
四
間
（
後
に
拡
張
し
て
七
九
間
）
の
場
所
で
あ
る
。

新
築
時
か
ら
玄
関
の
式
台
の
正
面
に
八
畳
続
い
て
北
に
一
○
畳
、
そ
の
右
側
が
板
の
間
八
畳
、
更
に
続
い
て
八
畳
、
正
面
玄
関
八
畳
の
東
隣
が

土
間
。
現
在
こ
の
二
部
屋
と
土
間
は
取
除
か
れ
た
。
そ
の
左
側
（
西
）
は
板
張
の
廊
下
を
隔
て
て
一
二
畳
半
と
七
畳
半
の
室
が
診
療
と
手
術
に

充
て
ら
れ
た
。
こ
こ
に
毛
蔑
を
敷
き
金
盟
を
置
き
外
科
手
術
を
し
た
と
思
わ
れ
る
。
右
記
の
玄
関
附
母
屋
の
南
側
即
ち
門
を
入
っ
て
左
側
に
瓦

り
第
二
代
目
の
堂
主
の
時
代
で
あ
る
。
こ
の
安
政
六
年
に
は
尚
中
が
泰
然
か
ら
家
督
を
う
け
て
い
る
。
こ
の
新
築
が
安
政
六
年
で
あ
る
こ
と

は
、
先
年
佐
倉
市
教
育
委
員
会
が
文
化
財
指
定
に
か
ら
ん
で
の
資
料
調
査
の
際
、
屋
根
裏
か
ら
次
の
よ
う
な
棟
札
が
発
見
さ
れ
た
。

(裏）
／＝卜夛､

k衣ノ

手
天置彦
思帆狭
兼負智
命命命

大
棟
梁
直
弥
村
新
関
庄
兵
術

大
工
棟
梁
本
町
新
次
郎

祖
佐
藤
泰
然
藤
原
信
圭
同
弥
勒
町
繁
蔵

木
挽
棟
梁
本
佐
倉
町
庄
蔵

可
直
弥
村
輿
吉

安
政
五
戊
午
年

天
地
長
久

我
此
土
安
穏

十
月
二
十
日

／戸､
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葺
の
平
家
建
（
一
部
中
階
付
）
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
尚
中
の
住
家
で
前
記
し
た
母
屋
と
同
時
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
養
父
泰
然
は
移

転
前
の
最
初
の
建
物
に
住
ん
だ
も
の
と
推
定
す
る
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
恐
ら
く
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
江
戸
の
林
洞
海
方
に
滞
在
を
藩

へ
願
い
出
る
ま
で
こ
こ
に
住
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
正
門
を
入
っ
て
右
側
に
は
二
階
建
畳
敷
で
塾
生
の
学
習
に
充
て
た
室
が
上
下
に
あ
っ

た
。
こ
こ
に
は
常
時
ヅ
ー
フ
ハ
ル
マ
（
蘭
和
辞
書
）
を
備
え
置
き
、
塾
生
が
昼
夜
交
替
で
こ
れ
か
ら
筆
写
し
た
と
い
う
。

本
町
の
自
然
環
境
泰
然
の
五
男
董
は
嘉
永
三
年
、
初
め
に
あ
っ
た
順
天
堂
内
で
生
れ
育
っ
た
が
、
少
年
の
頃
か
ら
の
往
時
を
回
顧
し
て

『
今
は
昔
の
記
』
の
小
扁
を
刊
行
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
の
大
要
に

「
本
町
は
場
末
に
て
農
業
を
兼
ね
た
る
小
商
人
の
家
百
軒
足
ら
す
上
下
の
二
町
に
分
か
れ
…
…
。
部
落
の
背
後
は
田
畠
山
林
な
れ
ば
狐
多
く

お
と
し
あ
な

此
に
棲
み
予
が
父
の
家
建
築
の
時
な
ど
普
請
場
に
陥
奔
を
作
り
狐
を
捕
へ
た
る
様
な
れ
ば
狐
に
懸
か
れ
た
と
い
ふ
人
は
甚
だ
少
な
か
ら
ざ
り

き
。
（
ヒ
ス
テ
リ
ー
症
、
月
径
不
順
に
て
脳
に
異
状
を
塁
せ
る
等
）
…
…
皆
子
供
の
時
よ
り
狐
の
怪
異
談
を
聞
き
た
る
よ
り
起
る
病
気
な
り
．
：
…
。

と
う
が
ら
し

い
ぶ

然
る
に
郷
党
は
真
に
狐
の
所
為
と
し
之
を
逐
ひ
払
ふ
と
て
蕃
椒
を
焼
き
患
者
を
煉
す
る
等
の
事
あ
り
、
嘗
て
予
が
家
に
仕
へ
た
る
下
脾
は
自

い
た

に
う
ぴ
か
う
へ
い
そ
く

家
に
帰
り
た
る
後
、
之
が
為
め
終
に
死
に
抵
り
た
り
。
後
に
聞
け
ば
此
女
乳
廩
管
閉
塞
を
患
い
て
滋
養
物
体
中
に
入
ら
ず
多
食
す
れ
ば
す
る

し
ょ
う
す
い

程
愈
々
樵
悴
す
る
の
桑
な
り
し
に
斯
く
見
た
る
人
々
は
槻
こ
そ
狐
が
体
中
に
住
ぷ
て
食
物
を
横
奪
す
る
と
覚
え
た
れ
と
て
蕃
椒
侭
し
を
か
け

順
天
堂
の
用
地
の
佐
倉
本
町
は
特
に
成
田
街
道
南
沿
い
の
一
帯
抵
樹
林
多
く
、
梢
々
離
れ
て
い
る
鍋
山
に
は
明
治
末
に
旧
制
県
立
佐
倉
中
学

校
が
大
手
門
外
か
ら
移
転
し
工
事
開
始
の
折
な
ど
に
も
狐
が
多
く
、
オ
サ
ソ
ギ
ッ
ネ
と
呼
ば
れ
近
隣
の
話
題
と
も
な
っ
て
い
た
。
現
在
も
順
天

堂
の
南
方
二
百
米
の
位
置
に
鎮
座
す
る
鎮
守
神
明
社
の
森
は
佐
倉
市
指
定
の
保
存
林
と
な
っ
て
い
る
が
、
十
数
本
あ
る
大
木
の
中
に
は
根
元
の

径
二
米
、
最
大
三
米
近
い
樺
の
古
木
が
勢
よ
く
空
を
掩
い
、
往
時
に
於
て
の
一
帯
の
面
影
を
よ
く
残
し
て
い
る
。

遂
に
煙
殺
し
た
り
．
…
：
。
」
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二
順
天
堂
主
並
医
学
所
教
授
と
し
て

家
督
相
続
、
医
学
所
教
授
に
任
安
政
六
年
四
月
、
父
の
泰
然
は
願
に
依
り
隠
居
を
許
さ
れ
た
。
家
督
は
尚
中
が
嗣
ぎ
給
人
医
師
（
十
五
人

扶
持
Ⅱ
百
石
高
の
知
行
取
に
略
相
当
）
と
な
る
。
こ
の
年
、
藩
校
医
学
所
の
改
革
が
行
わ
れ
、
漢
方
と
蘭
方
の
対
立
を
廃
し
嘉
永
二
年
以
前
の
漢

方
・
蘭
方
の
並
立
に
復
し
、
蘭
方
医
が
漢
方
同
様
の
取
扱
を
う
け
た
。
さ
て
、
こ
れ
よ
り
さ
き
、
佐
倉
藩
で
は
天
保
の
改
革
（
同
四
年
）
を
宣

言
し
た
が
そ
の
う
ち
に
士
風
昂
揚
と
し
て
の
第
一
に
「
文
武
芸
術
の
制
」
を
令
し
た
。
そ
の
核
心
た
る
〃
一
術
免
許
の
制
″
を
定
め
た
。
こ
の

ぷ
ひ
き

ま
し
ひ
き

制
は
古
来
藩
士
が
死
去
の
場
合
、
家
督
相
続
者
は
家
禄
歩
引
（
何
割
か
を
差
引
い
て
支
給
）
の
ほ
か
、
新
た
に
増
引
（
さ
ら
に
減
額
）
を
加
え
た
。

こ
の
対
応
と
し
て
一
術
の
免
許
を
得
た
も
の
に
は
増
引
を
免
除
し
た
の
で
こ
れ
が
文
武
の
奨
励
等
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
各
分
野
の
中
で
、
医
師

は
小
学
論
語
孟
子
の
う
ち
一
部
と
「
傷
寒
論
」
（
古
医
書
）
が
試
験
科
目
で
漢
方
に
限
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
安
政
六
年
七
月
の
令
で
〃
蘭

学
修
業
済
卜
唱
へ
一
術
免
許
同
様
御
取
扱
之
定
″
と
し
て
「
兵
学
修
業
」
と
「
蘭
家
医
師
増
引
御
戻
之
定
」
の
二
部
に
分
け
て
令
し
た
。
後
者

学
修
業
済
卜
唱
へ

の
蘭
方
医
の
定
は
、

一
、
和
蘭
文
典
ガ
ラ
ム
マ
チ
ヵ

ー
、
リ
セ
ラ
ソ
ド
人
身
窮
理
書

一
、
ヒ
ュ
ヘ
ラ
ン
ド
病
理
論

一
、
コ
ン
ラ
ヂ

ー
、
モ
ス
ト
治

右
二
部
之
類

一
、
コ
ン
ラ
ヂ
ー
病
理
害

右
卒
業
之
上

本
道
〈

コ
ン
ラ
ヂ
ー
内
科
書

モ
ス
ト
治
療
書
内
科
部

シ
ン
タ
キ
ス

但
イ
ン
レ
ー
ラ
ン
グ
卒
業
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右
之
書
之
内
、
試
業
之
節
、
訳
文
講
義
の
内
に
て
試
相
済
、
且
又
平
常
病
用
も
相
勤
候
〈
、
増
引
御
戻
下
さ
る
可
く
候
事
。
但
文
学
之
儀
は

人
道
之
本
務
に
候
間
藺
家
医
師
一
一
而
も
厚
く
相
心
掛
ら
れ
可
候
事
。

右
記
の
よ
う
に
「
蘭
学
修
業
済
」
の
う
ち
の
蘭
方
医
師
学
習
内
容
の
基
準
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
従
来
の
医
学
修
業
の
一
術
免
許

の
規
定
は
漢
方
に
よ
る
者
の
み
に
適
用
さ
れ
た
。
そ
れ
故
医
学
所
の
教
授
は
漢
方
医
か
ら
出
、
中
里
忠
庵
・
仁
庵
父
子
、
横
田
松
溪
、
吉
村
立

庵
等
が
教
授
又
は
都
講
（
助
教
授
相
当
）
と
な
っ
た
。
藺
方
の
方
は
鏑
木
仙
安
が
初
め
都
講
と
な
り
嘉
永
二
年
、
仙
安
退
任
の
後
は
西
淳
甫
が

都
講
と
な
っ
た
。
翌
三
年
二
月
の
年
寄
部
屋
日
記
（
藩
の
日
記
）
に
は
「
佐
藤
泰
然
、
西
淳
甫
と
申
し
合
わ
せ
て
月
並
講
義
を
致
す
よ
う
仰
せ
出

さ
る
」
と
あ
る
。
そ
こ
で
前
記
安
政
六
年
の
「
定
」
に
対
応
し
て
蘭
方
の
分
野
に
も
従
来
の
漢
方
の
制
度
規
定
と
同
じ
く
教
授
を
置
く
こ
と
に

な
り
、
翌
万
延
元
年
三
月
、
尚
中
が
成
徳
書
院
医
学
所
教
授
（
定
員
一
名
）
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

一
、
ヒ
ュ
ス
産
科
書
之
類

一
、
セ
叩
〆
ユ
ス

ー
、
モ
ス
ト
眼

右
二
部
之
類

一
、
セ
リ
ュ
ス
外
科
書

一
、
オ
ン
セ
ノ
ー
ト
ル
手
術
害

一
、
モ
ス
ト
治
療
書
外
科
部

右
三
部
之
類

産
科
〈

眼
科
ハ

外
科
〈

セ
リ
ュ
ス
眼
科
部

モ
ス
ト
眼
科
部
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と
記
さ
れ
て
、
い
る
。
右
の
達
は
慶
応
四
年
五
月
迄
の
記
載
が
十
三
件
で
殆
ど
は
東
慶
院
に
埋
葬
（
蓮
蔵
院
一
件
）
し
、
現
在
同
寺
は
廃
寺
と
な

り
墓
地
の
承
残
り
整
理
し
て
一
ヶ
所
に
無
縁
仏
と
し
て
纒
め
ら
れ
て
い
る
。

長
崎
遊
学
尚
中
は
安
政
六
年
家
督
相
続
、
翌
万
延
元
年
勿
々
藩
校
医
学
所
教
授
と
な
り
、
そ
の
用
意
も
あ
っ
て
か
今
流
の
言
を
借
り
れ
ば

充
電
の
要
も
あ
っ
て
か
、
同
年
暮
長
崎
遊
学
に
赴
い
た
。
こ
の
長
崎
行
は
前
々
か
ら
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、
父
泰
然
は
反
対
で
な
か
な
か
実
現

し
な
か
っ
た
。
然
し
別
稿
の
よ
う
に
佐
倉
藩
の
重
臣
金
井
右
膳
の
蔭
で
の
尽
力
も
あ
っ
て
兎
に
角
実
現
し
た
。
そ
の
経
緯
は
金
井
氏
宛
の
泰
然

自
筆
書
状
（
万
延
元
年
九
月
二
八
日
認
）
ほ
か
一
通
、
舜
海
（
尚
中
）
書
状
ｌ
同
年
十
一
月
認
ほ
か
文
久
元
年
正
月
二
七
日
認
迄
の
七
通
、
計
九

通
（
以
上
筆
者
蔵
）
八
順
天
堂
史
九
九
七
’
一
○
一
二
頁
の
付
録
資
料
に
掲
載
Ｖ
で
そ
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
右
の
う
ち
泰
然
の
も

の
は
尚
中
遊
学
に
反
対
し
た
心
境
、
尚
中
の
長
崎
よ
り
発
し
た
万
延
元
年
十
二
月
二
四
日
認
の
も
の
は
同
月
一
二
日
に
着
い
て
か
ら
泰
然
の
実

子
で
義
兄
の
松
本
良
順
の
計
ら
い
で
勿
々
ボ
ン
・
ヘ
に
面
会
し
た
模
様
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
書
状
は
尚
中
の
長
崎
滞
在
期
を
知
り
得
る
重

要
な
史
料
と
い
え
よ
う
。
遊
学
は
一
ヶ
年
余
で
あ
る
が
文
久
二
年
三
月
十
四
日
佐
倉
に
帰
着
し
た
。

長
崎
遊
学
後
の
順
天
堂
経
営
寺
送
り
証
文
の
こ
と
ｌ
順
天
堂
で
は
泰
然
が
病
人
よ
り
手
術
承
諾
害
を
求
め
、
安
政
二
年
四
月
二
二
日
付
の

証
文
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
佐
藤
恒
二
の
発
表
が
あ
り
、
山
崎
佐
博
士
の
論
考
に
も
詳
し
い
こ
と
は
順
天
堂
史
一
二
八
頁
以
下
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
尚
中
は
ま
た
寺
送
り
証
文
を
用
意
さ
せ
て
い
る
。
手
術
の
結
果
万
一
死
亡
し
た
場
合
、
佐
倉
で
埋
葬
さ
せ
て
い
る
。
公
的
の
記
録
で
は

「
年
寄
部
屋
日
記
ｌ
佐
倉
藩
」
の
文
久
二
年
八
月
八
日
の
記
事
に
、
江
戸
浅
草
住
の
借
地
渭
兵
衛
伜
林
蔵
が
死
亡
し
、
近
く
の
大
蛇
村
東
慶
院

に
埋
葬
し
た
の
が
初
見
で
、
慶
応
二
年
五
月
二
五
日
、
尚
中
よ
り
藩
庁
へ
の
達
に

「
…
：
．
下
野
国
阿
蘇
郡
赤
見
村
市
三
病
気
一
一
付
、
療
養
の
為
私
方
え
罷
越
候
間
、
桶
屋
庄
作
方
え
差
留
手
当
介
抱
仕
り
候
得
共
、
素
よ
り
大

病
の
上
、
疲
労
相
加
り
養
生
相
叶
わ
ず
今
暁
七
シ
半
時
死
去
仕
候
。
然
ル
処
万
一
相
果
候
〈
、
当
所
え
取
置
申
す
べ
き
覚
悟
に
て
国
元
出
立

之
舸
、
寺
送
村
送
手
形
用
意
持
参
仕
候
間
当
所
取
置
呉
候
様
差
添
罷
在
候
。
当
人
叔
父
常
蔵
並
当
人
妻
頼
一
一
付
、
其
意
に
任
せ
、
大
陀
村
東

慶
院
え
還
合
の
上
、
埋
葬
仕
候
由
」
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三
佐
倉
藩
医
政
改
革
の
中
心
と
な
る

医
学
所
の
職
掌
を
改
正
す
尚
中
は
万
延
元
年
藩
校
医
学
所
の
教
授
就
任
後
七
年
目
の
慶
応
二
年
佐
倉
藩
医
政
改
革
の
中
心
と
な
り
大
改
革

を
行
っ
た
。
そ
の
手
始
め
と
し
て
慶
応
二
年
十
月
二
三
日
藩
内
へ
の
席
触
に
て
医
政
改
革
を
触
れ
出
し
た
。
そ
の
申
渡
は
藩
校
医
学
所
な
ら
び

に
御
医
師
中
（
藩
医
）
か
ら
漢
方
を
廃
止
す
る
と
の
宣
言
で
あ
る
。
た
だ
し
町
医
は
こ
れ
ま
で
通
り
漢
方
に
て
も
差
支
え
な
い
と
し
た
。
こ
の

慶
応
の
改
革
は
軍
政
と
医
政
両
面
改
正
の
一
部
で
あ
る
。
そ
こ
で
尚
中
は
同
年
十
二
月
七
日
付
で
歩
兵
隊
と
の
御
用
兼
務
を
達
せ
ら
れ
た
。
こ

れ
は
軍
政
と
医
政
が
一
体
の
も
の
と
し
、
軍
医
の
総
帥
と
も
い
う
べ
き
地
位
で
あ
る
。
次
に
医
界
の
職
掌
の
改
正
で
は
歩
兵
隊
御
用
引
持
を
達

せ
ら
れ
た
。
時
は
同
日
の
同
年
十
二
月
七
日
で
あ
る
。

天
保
七
年
、
成
徳
書
院
開
校
以
来
そ
の
附
属
と
し
て
医
学
を
教
授
し
、
後
ま
た
診
療
を
行
っ
た
医
学
所
は
今
回
の
改
正
で
そ
の
職
制
が
根
本

的
に
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
医
学
所
の
師
役
に
は
教
授
・
都
講
（
助
教
授
相
当
）
、
正
授
読
（
講
師
Ｉ
助
手
相
当
）
で
学
政
は
成
徳
書
院
奉
行

の
統
く
る
所
で
あ
っ
た
が
、
嘉
永
三
年
以
後
は
医
学
所
総
管
を
置
き
医
学
所
に
関
す
る
限
り
一
切
を
統
理
し
た
。
（
初
代
総
管
は
金
井
右
膳
ｌ
別

掲
）
。
こ
の
教
授
等
の
制
が
今
回
の
改
革
で
廃
さ
れ
て
職
制
を
改
め
て
一
等
医
師
・
二
等
医
師
・
三
等
医
師
の
制
を
布
い
た
。
一
等
医
師
は
こ

れ
ま
で
の
総
管
兼
教
授
、
二
等
医
師
は
都
講
、
三
等
医
師
は
正
授
読
に
該
当
す
る
。
そ
の
一
等
医
師
に
は
こ
の
度
の
改
正
の
中
心
と
な
っ
た
尚

中
が
任
せ
ら
れ
た
（
二
年
十
月
七
日
）
。
こ
れ
ら
の
準
備
を
経
て
同
年
十
二
月
七
日
、
尚
中
以
下
が
補
任
さ
れ
た
。
翌
三
年
一
月
に
は
二
等
医
師

浜
野
了
元
が
一
等
医
師
代
理
を
命
ぜ
ら
れ
、
ま
た
同
年
中
に
は
岡
本
道
庵
（
尚
中
養
子
で
二
世
舜
海
）
佐
藤
進
（
初
め
三
等
医
師
）
が
そ
れ
ぞ
れ
二

等
医
師
に
昇
任
し
た
。
尚
中
へ
の
辞
令
は

「
此
度
医
政
御
改
革
二
付
、
席
御
側
御
用
人
二
成
シ
下
サ
レ
、
第
一
等
医
師
仰
セ
付
ラ
レ
候
、
入
念
相
勤
ム
ベ
ク
候
」
。
な
お
同
日

「
…
・
・
・
御
役
高
拾
人
扶
持
下
シ
置
カ
レ
、
都
合
三
拾
人
扶
持
高
二
成
シ
下
サ
レ
候
」
で
あ
る
。

因
に
側
用
人
は
慶
応
二
年
改
分
限
帳
で
は
全
部
で
十
二
名
、
百
五
拾
高
で
、
尚
中
は
役
高
合
せ
て
三
拾
人
扶
持
で
知
行
取
二
百
五
拾
石
に
略

相
当
す
る
。
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以
上
の
よ
う
な
慶
応
二
年
の
佐
倉
藩
医
政
改
革
が
齋
し
た
も
の
は
、
従
来
や
や
と
も
す
れ
ば
藩
校
医
学
所
と
順
天
堂
と
の
対
立
と
い
う
様
子

も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
診
療
に
つ
い
て
は
そ
の
懸
念
が
無
く
な
っ
た
も
の
と
受
取
れ
る
。
こ
の
養
生
所
も
僅
か
一
年
余
の
開
業

で
閉
鎖
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
明
治
戊
辰
の
戦
乱
の
波
及
で
東
海
道
副
総
督
の
佐
倉
入
城
の
慶
応
四
年
閏
四
月
を
機
に
同
月
二
七
日
、
財
政
窮
迫

も
あ
っ
て
当
分
閉
鎖
に
つ
き
、
尚
中
を
招
き
そ
の
談
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
同
年
五
月
七
日
、
養
生
所
を
当
分
閉
鎖
に
つ
い
て
は
、
以
来
は
慶
応

二
年
以
前
の
医
学
所
に
戻
す
こ
と
を
一
等
医
師
へ
達
し
た
。

尚
中
東
京
に
移
る
前
記
し
た
慶
応
四
年
閏
四
月
七
日
官
軍
の
東
海
道
副
総
督
佐
倉
入
城
後
、
尚
中
の
身
辺
も
多
事
で
同
月
十
五
日
、
二
一

日
は
一
泊
に
て
江
戸
に
出
、
二
九
日
に
は
東
征
大
総
督
よ
り
官
軍
負
傷
者
の
療
治
を
頼
ま
れ
、
宇
都
宮
辺
迄
出
向
い
た
が
こ
こ
か
ら
引
返
し

た
。
何
故
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
堀
田
藩
に
職
仕
し
て
い
る
尚
中
と
し
て
は
従
来
徳
川
氏
に
対
し
て
は
陪
臣
の
身
分
で
あ
る
。
ま
た
新
政
府
の

握
っ
た
。

も
あ
る
。

佐
倉
養
生
所
設
立
慶
応
二
年
の
佐
倉
藩
医
政
改
革
は
仙
藩
医
か
ら
漢
方
医
を
廃
し
た
こ
と
②
医
学
所
の
職
制
改
正
③
藩
営
の
病
院
と
も
い

う
べ
き
佐
倉
養
生
所
を
創
設
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
設
立
は
尚
中
が
「
長
崎
養
生
所
」
を
モ
デ
ル
と
し
た
。
こ
の
長
崎
の
養
生
所
は
尚
中
の

義
弟
松
本
良
順
等
の
奔
走
で
文
久
元
年
に
創
建
さ
れ
、
尚
中
の
長
崎
滞
在
中
に
開
業
し
た
も
の
で
そ
の
全
貌
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

慶
応
二
年
十
月
七
日
、
尚
中
が
一
等
医
師
の
命
を
う
け
た
日
、
養
生
所
取
建
に
つ
い
て
尚
中
に
取
調
を
命
じ
養
生
所
取
建
迄
は
医
学
所
で
諸
事

取
扱
う
よ
う
触
出
さ
れ
、
診
療
医
・
薬
剤
方
の
人
事
の
基
本
が
出
来
た
。
翌
三
年
八
月
、
開
業
の
運
び
と
な
り
宮
崎
傳
治
を
養
生
所
総
取
締
に

任
じ
、
一
等
医
師
の
尚
中
と
協
議
の
上
、
諸
事
を
と
り
は
か
る
こ
と
と
な
っ
た
。
場
所
は
医
学
所
と
同
じ
場
所
で
麻
賀
多
明
神
門
前
の
現
佐
倉

保
険
所
の
場
所
で
あ
る
。
藩
医
の
薬
剤
の
調
合
も
こ
こ
で
行
い
（
慶
応
二
年
現
在
七
名
）
、
藩
医
外
の
町
医
（
慶
応
元
年
現
在
、
板
倉
養
拙
・
今
井
松

軒
の
二
名
）
の
薬
も
こ
こ
で
調
合
し
た
。
診
療
に
は
毎
日
一
等
医
師
が
午
前
十
時
よ
り
十
二
時
迄
、
二
等
医
師
二
名
は
交
互
に
一
等
医
師
同
様
に

出
勤
、
三
等
医
師
は
毎
日
二
人
宛
詰
め
急
病
人
の
場
合
は
診
療
に
当
り
夜
中
は
宿
泊
し
、
一
・
二
等
医
師
退
出
後
は
そ
の
代
行
と
し
て
全
権
を

握
っ
た
。
他
に
職
員
と
し
て
は
看
病
人
頭
取
四
人
、
薬
剤
調
合
方
六
人
、
薬
種
掛
六
人
、
看
病
人
十
六
人
其
他
の
制
で
当
分
半
減
に
し
た
部
門
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四
実
父
甫
仙
か
ら
の
教
養

甫
仙
の
学
問
尚
中
の
実
父
は
下
総
国
香
取
郡
小
見
川
藩
の
藩
医
山
口
甫
仙
で
あ
る
。
甫
仙
の
生
れ
は
小
見
川
と
利
根
川
を
隔
て
て
北
岸
に

あ
る
潮
来
の
北
條
東
平
の
長
男
で
あ
る
。
長
じ
て
小
見
川
藩
の
山
口
家
を
嗣
ぎ
藩
医
と
し
て
嘉
永
三
年
に
逝
去
し
た
が
其
間
の
文
政
十
年
（
一

八
二
七
）
尚
中
が
二
男
と
し
て
生
れ
た
（
幼
名
龍
太
郎
）
。
甫
仙
は
北
條
家
に
あ
っ
た
時
、
水
戸
藩
の
郷
校
延
方
学
校
で
漢
学
を
学
び
そ
の
教
養

が
後
に
子
息
の
尚
中
に
深
い
感
化
影
響
を
与
え
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
の
で
、
、
甫
仙
が
学
ん
だ
延
方
学
校
の
教
授
陣
の
儒
学
の
性
格
の
一
端
を

見
よ
う
・
そ
の
儒
者
の
一
人
は
下
総
津
ノ
宮
の
漢
学
者
久
保
木
清
渕
（
号
を
竹
窓
）
で
あ
る
・
清
渕
は
ま
た
伊
能
忠
敬
の
測
量
に
協
力
し
た
多
才

な
人
で
あ
っ
た
。
氏
は
香
取
神
宮
へ
の
要
津
た
る
津
宮
の
旧
家
の
生
れ
で
あ
る
。
幼
に
し
て
松
永
北
漠
に
学
び
、
長
じ
て
程
朱
の
学
を
主
と
し

ま
た
書
を
善
く
し
た
。
そ
の
有
名
な
著
作
に
は
補
訂
鄭
註
孝
経
（
文
化
元
年
刊
行
・
序
文
は
伊
能
忠
敬
）
が
あ
る
。
次
に
清
渕
と
忠
敬
と
の
関
係

て
あ
る
が
、
安
永
五
年
よ
り
佐
原
の
忠
敬
は
近
く
の
津
ノ
宮
の
清
渕
に
漢
学
を
学
ん
だ
。
時
に
弟
子
の
忠
敬
は
三
十
六
歳
で
師
の
清
渕
は
十
九

薩
長
に
対
し
て
心
中
快
か
ら
ぬ
も
の
も
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
行
動
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
ま
い
か
と
の
推
測
も
さ
れ
る
。
さ
て
戦
局
は
東
北

に
の
び
て
い
た
の
で
六
月
に
は
再
度
の
命
が
あ
っ
た
。
尚
中
の
心
境
は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
も
、
結
局
は
養
子
の
進
が
代
っ
て
慶
応
四
年
六
月
二

四
日
奥
羽
陸
軍
病
院
頭
取
の
辞
令
を
陣
中
で
う
け
、
三
春
病
院
か
ら
若
松
城
へ
と
出
張
し
た
。
戦
乱
も
収
ま
っ
た
が
、
明
治
二
年
八
月
、
太
政

官
よ
り
尚
中
の
住
所
に
つ
い
て
問
合
わ
せ
が
あ
り
、
続
い
て
開
拓
使
か
ら
尚
中
呼
出
状
が
あ
っ
た
が
病
気
に
て
出
仕
出
来
な
い
旨
を
返
事
し

た
。
病
気
で
も
お
し
て
出
仕
す
る
よ
う
と
の
強
引
な
引
抜
で
あ
っ
た
。
然
し
結
局
は
十
一
月
に
な
り
出
京
を
決
意
し
藩
主
正
倫
夫
妻
に
も
挨
拶

離
れ
東
京
に
移
っ
た
。

た
。
病
気
で
も
お
し

し
同
年
十
二
月
に
は

「
其
藩
佐
藤
舜
海

｜
其
藩
佐
藤
舜
海
（
尚
中
）
儀
、
被
し
任
二
大
学
大
博
士
一
候
間
、
此
旨
相
達
候
也
十
二
月
五
日
弁
官
佐
倉
藩
知
事
殿
」

の
達
を
う
け
同
年
十
二
月
十
七
日
大
学
東
校
の
大
博
士
（
教
官
の
最
高
位
で
医
科
大
学
長
に
当
る
）
に
任
じ
、
二
十
有
余
年
住
象
な
れ
た
佐
倉
を
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歳
で
あ
っ
た
。
後
に
寛
政
四
年
忠
敬
が
幕
命
で
蝦
夷
地
を
測
量
し
同
十
二
年
に
は
江
戸
で
の
測
量
図
及
公
文
書
作
製
に
協
力
し
、
ま
た
全
国
各

地
の
測
量
に
も
同
行
し
た
場
合
も
あ
る
。
そ
の
た
め
文
政
十
一
年
の
い
わ
ゆ
る
シ
ー
ポ
ル
ト
事
件
で
は
忠
敬
作
製
の
地
図
や
日
記
は
安
全
と
思

わ
れ
て
津
ノ
宮
の
久
保
木
氏
宅
に
密
か
に
預
け
た
間
柄
で
あ
っ
た
（
清
渕
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
そ
の
直
系
の
子
孫
で
あ
る
久
保
木
良
氏
の
協
力
に
拠

っ
た
）
こ
の
清
渕
・
忠
敬
の
学
術
は
甫
仙
の
漢
学
修
業
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
こ
れ
が
ま
た
父
甫
仙
を
通
じ
て
尚
中
に
感
化
影
響
し
た
と
推

察
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
清
渕
は
単
な
る
漢
学
者
で
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
は
佐
倉
藩
校
で
儒
学
を
講
じ
藩
学
の
し
、
ヘ
ル
を
高
め

た
石
橋
亘
（
号
は
竹
州
・
天
保
四
年
致
仕
）
と
類
似
し
て
い
る
。
亘
も
た
だ
の
儒
者
で
な
く
、
彼
の
遺
稿
に
は
大
筒
の
見
取
図
と
解
説
も
あ
る
。

清
渕
と
同
じ
く
幅
の
広
い
碩
学
で
あ
る
。
こ
の
清
渕
の
学
統
を
甫
仙
が
う
け
つ
ぎ
尚
中
に
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
今
後
の
実
証
的
研

究
を
期
待
し
、
こ
れ
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
は
あ
る
ま
い
か
。

新
撰
年
表
と
尚
中
こ
の
年
表
は
佐
倉
順
天
堂
蔵
版
、
逢
谷
箕
作
先
生
（
院
甫
）
閲
で
著
者
は
佐
原
の
地
誌
学
者
清
空
秀
堅
（
一
八
○
九
’
七
九
）

で
あ
る
。
こ
の
書
物
の
論
考
に
つ
い
て
は
、
既
に
小
川
鼎
三
先
生
が
順
天
堂
史
上
巻
（
昭
和
五
五
）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
秀
堅
は
前
記
し

た
久
保
木
清
渕
・
宮
本
茶
村
に
師
事
し
て
い
る
。
そ
こ
で
清
渕
を
介
し
、
山
口
甫
仙
が
秀
堅
を
知
り
、
そ
れ
が
ま
た
佐
倉
順
天
堂
塾
の
泰
然
・

尚
中
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
一
面
に
は
泰
然
は
医
者
た
る
だ
け
で
な
く
、
藩
主
堀
田
正
睦
の
外
交
上
の
諮
問
に
あ
ず
か
る
程
の
見
識
を
も
っ

て
い
た
こ
と
も
併
せ
て
、
こ
の
出
版
が
順
天
堂
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
こ
の
年
表
の
序
を
、
安
政
二
年
水
戸
の
藤
田
彪
が
書

い
て
い
る
の
は
、
前
記
の
水
戸
藩
郷
校
延
方
学
校
に
清
渕
・
茶
村
が
、
出
講
し
て
い
る
こ
と
に
関
聯
が
あ
り
、
泰
然
・
尚
中
が
刊
行
に
関
与
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
筆
者
の
手
元
に
あ
る
新
撰
年
表
は
、
黄
色
の
表
紙
で
年
表
の
部
分
は
四
五
枚
と
四
六
枚
目
に
は
慶
応

三
年
迄
の
四
行
に
年
表
が
印
刷
さ
れ
残
り
は
枠
が
印
刷
さ
れ
、
追
記
の
用
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
架
蔵
の
別
本
に
「
掌
本
新
撰
年
表
全

文
久
新
鋪
東
都
玉
山
堂
発
見
」
が
あ
る
。
年
表
第
一
頁
の
初
め
に
は
袖
祢
新
撰
年
表
と
書
い
て
い
る
。
八
・
五
糎
に
一
六
糎
の
ポ
ケ
ッ
ト
型

和
綴
で
年
表
の
部
分
は
四
四
枚
。
こ
の
小
形
の
は
、
皇
国
・
漢
土
・
西
洋
と
三
段
に
分
け
て
い
る
の
は
、
前
者
の
普
通
本
も
変
り
は
無
い
が
、

た
だ
、
こ
の
小
さ
い
方
は
ス
・
ヘ
ー
ス
が
小
さ
い
か
ら
、
一
行
を
二
段
に
し
て
二
年
分
を
充
て
て
い
る
。
年
表
は
文
久
三
年
迄
を
、
残
り
の
一
枚
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藩
校
成
徳
書
院
奉
行
の
金
井
右
膳
金
井
氏
は
堀
田
氏
初
期
以
来
の
譜
代
重
臣
で
番
頭
役
を
勤
め
七
百
石
の
知
行
取
で
あ
っ
た
。
尚
中
の
蔭

の
力
と
な
っ
た
の
は
善
六
郎
で
襲
名
し
て
右
膳
と
い
う
。
嘉
永
二
年
医
学
所
総
管
と
な
り
、
同
四
年
か
ら
文
久
元
年
迄
の
十
一
年
間
に
亘
り
成

徳
書
院
奉
行
（
総
裁
）
と
な
り
、
藩
学
を
総
理
し
た
。
奉
行
は
二
名
乃
至
三
名
で
月
番
で
事
に
当
っ
た
。
尚
中
が
長
崎
行
の
時
は
丁
度
右
膳
の

在
任
中
で
、
尚
中
の
長
崎
引
上
げ
と
右
膳
の
退
任
は
同
年
で
あ
る
。
右
膳
は
、
漢
学
の
教
養
の
上
に
害
芸
に
も
長
け
江
戸
の
書
家
市
川
米
庵
の

書
風
は
佐
倉
の
上
層
藩
士
の
中
に
学
ぶ
者
が
あ
り
、
右
膳
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
な
お
泰
然
の
筆
蹟
に
、
米
庵
晩
年
の
書
風
が
見
ら
れ
る
の
は
、

泰
然
の
書
に
も
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
右
膳
は
ま
た
馬
術
は
将
軍
家
の
採
用
と
な
っ
て
い
た
八
條
流
（
高
麗
八
条
家
馬
術
）
で
、
嘉

は
枠
の
承
で
大
正
十
年
迄
を
毛
筆
で
よ
く
書
き
こ
み
し
て
、
史
実
の
記
載
は
な
い
。
そ
の
記
事
を
前
書
新
撰
年
表
に
較
べ
る
と
簡
潔
に
し
た
項

目
の
承
の
抄
本
で
あ
る
が
相
当
に
普
及
し
た
よ
う
で
あ
る
。

附
記
こ
の
項
の
終
り
に
一
言
し
た
い
の
は
、
佐
倉
時
代
の
順
天
堂
は
泰
然
の
実
子
の
系
統
は
別
と
し
て
も
そ
の
主
軸
と
な
っ
た
の
は
常
陸

国
の
出
身
で
あ
る
。
尚
中
の
実
父
は
常
州
潮
来
の
出
で
、
尚
中
自
身
も
実
父
の
本
姓
で
あ
る
北
城
の
北
を
略
し
て
佐
藤
姓
を
冒
す
前
に
は
城
姓

を
称
し
た
こ
と
が
あ
る
。
甫
仙
の
実
妹
ヤ
ス
の
娘
タ
ミ
は
常
陸
太
田
の
高
和
氏
に
嫁
し
、
そ
の
息
が
尚
中
の
養
子
進
で
あ
る
。
タ
ミ
の
妹
サ
ダ

は
尚
中
の
妻
、
進
の
妹
ト
シ
は
佐
倉
順
天
堂
の
方
を
嗣
い
だ
佐
藤
舜
海
（
二
代
目
）
の
妻
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
潮
来
の
北
條
家

を
核
と
し
、
ま
た
同
地
の
延
方
郷
校
か
ら
久
保
木
清
渕
に
よ
る
学
問
が
尚
中
に
も
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
等
、
順
天
堂
と
常
陸
と
の
関
係
は
深

い
も
の
が
あ
る
。
兎
に
角
、
尚
中
は
少
年
期
に
父
甫
仙
か
ら
漢
学
の
影
響
を
う
け
、
梢
長
じ
て
江
戸
に
出
、
儒
者
寺
門
静
軒
に
就
い
て
学
ん
で

い
る
が
、
そ
の
緒
は
清
渕
の
薫
陶
を
う
け
た
父
甫
仙
の
許
に
あ
っ
た
小
見
川
時
代
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
（
同
地
に
は
そ
の
資
料
は
見
ら
れ
な
い

が
）
。
こ
の
漢
学
の
教
養
あ
っ
て
こ
そ
、
後
年
オ
ラ
ン
ダ
語
の
書
物
を
比
較
的
短
期
間
に
読
破
し
得
た
の
も
、
そ
の
教
養
か
ら
生
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

五
尚
中
の
懇
意
な
人
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永
七
年
に
は
免
許
を
得
て
い
る
。
右
膳
の
人
物
伝
の
大
略
は
右
の
よ
う
で
あ
る
が
、
さ
て
こ
こ
で
問
題
は
尚
中
長
崎
行
に
つ
い
て
右
膳
が
介
在

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
長
崎
遊
学
に
つ
い
て
、
父
の
泰
然
は
最
初
か
ら
反
対
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
に
あ
っ
て
右
膳
が
尚
中
の
力
と
な

っ
た
と
こ
ろ
に
重
要
な
意
義
が
あ
る
。
尚
中
の
長
崎
行
に
反
対
し
泰
然
が
憤
憩
を
あ
ら
わ
に
し
た
の
は
、
泰
然
が
こ
の
こ
と
で
右
膳
に
宛
て
た

二
通
の
手
紙
に
要
を
尽
し
て
い
る
（
順
天
堂
史
上
巻
、
九
九
七
’
一
○
○
○
頁
．
同
書
資
料
一
’
二
’
一
、
一
ｉ
－
Ｔ
二
）
。
そ
の
反
対
の
理
由
は
、
日
蘭

医
ボ
ン
。
へ
の
医
学
は
、
尚
中
に
と
り
て
益
な
し
と
見
た
こ
と
、
○
遊
学
の
費
用
が
沢
山
か
か
る
の
で
経
済
的
に
困
る
、
白
尚
中
が
泰
然
の
同
意

を
得
る
前
に
、
藩
の
諒
承
を
得
て
そ
れ
を
泰
然
に
押
し
付
け
て
来
た
、
で
あ
る
。
そ
の
や
り
方
が
甚
だ
不
満
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
が
主
因

で
あ
る
と
は
判
じ
難
い
点
も
あ
る
が
、
第
二
の
方
が
主
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
父
泰
然
の
諒
承
納
得
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
、
万
延
元
年
十
一

月
五
日
佐
倉
出
発
、
同
年
十
二
月
二
二
日
長
崎
に
着
い
た
。
右
記
泰
然
の
心
中
を
和
げ
た
の
は
、
四
十
余
日
後
の
翌
二
年
二
月
八
日
付
の
松

本
良
順
（
泰
然
の
実
子
・
尚
中
の
義
弟
）
の
手
紙
で
、
父
が
今
回
尚
中
の
長
崎
行
に
反
対
し
た
の
は
「
父
の
心
中
は
よ
く
わ
か
る
が
、
こ
の
こ
と
は

順
天
堂
の
将
来
の
発
展
の
た
め
に
当
を
得
て
は
い
な
い
」
と
し
て
諄
々
と
説
き
、
甚
だ
説
得
力
あ
る
も
の
で
あ
る
（
順
天
堂
史
上
巻
資
料
一
○
一
二

’
一
五
頁
）
。
こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
以
来
は
泰
然
の
不
満
も
解
消
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
引
用
し
た
泰
然
、
尚
中
の
長
崎
行
に
つ
い
て

の
書
簡
は
、
十
四
通
を
数
え
る
が
（
筆
者
所
蔵
の
も
の
は
）
文
久
元
年
四
月
十
六
日
付
長
崎
発
の
尚
中
自
筆
、
右
膳
宛
の
も
の
が
最
後
（
現
存

で
は
）
で
、
尚
中
一
行
は
翌
文
久
二
年
三
月
十
四
日
、
佐
倉
に
帰
着
し
た
。

尚
中
と
富
商
の
大
河
平
兵
衛
尚
中
の
前
出
の
書
状
の
う
ち
文
久
元
年
四
月
二
七
日
認
の
金
井
右
膳
宛
（
順
天
堂
史
上
・
一
○
一
七
頁
）
の
も

の
の
一
節
に
、

「
荊
妻
事
、

「
荊
妻
事
、
旧
冬
正
月
中
全
不
快
、
…
…
彼
婦
性
質
気
儘
に
て
両
親
之
存
寄
一
一
も
不
し
叶
、
往
々
可
レ
有
二
御
座
候
一
へ
共
、
生
死
の
間
二
至
て

は
夫
婦
之
情
不
し
得
し
止
所
、
病
状
申
上
不
し
惇
、
御
賢
察
候
段
恐
入
候
へ
共
、
貴
宅
・
恩
田
・
續
之
御
三
家
は
小
生
一
一
な
り
か
わ
里
、
御
配

慮
被
二
成
下
一
候
段
、
書
状
毎
盈
有
か
た
□
□
口
申
越
候
、
小
生
到
て
近
親
方
も
無
二
御
座
｜
候
間
、
何
卒
御
憐
慰
之
上
、
小
生
帰
宅
ま
て
彼
保

命
罷
在
候
〈
、
、
貴
宅
之
賜
無
二
此
上
一
候
、
勿
論
彼
儀
一
一
付
、
入
費
等
之
儀
は
半
兵
衛
被
二
召
呼
一
、
飯
岡
平
兵
衛
方
へ
御
談
被
レ
下
候
〈
、
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い
の
お
か

と
あ
る
。
平
兵
衛
は
埴
生
郡
飯
岡
村
の
豪
農
。
尚
中
と
は
深
い
交
際
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
妻
サ
ダ
の
病
気
養
生
に
つ
い
て
金
銭
上
の
相
談
が
あ
れ

ば
平
兵
衛
に
話
す
よ
う
右
膳
に
洩
ら
し
て
い
る
。
こ
の
大
河
家
は
国
鉄
佐
原
廻
り
総
武
線
の
成
田
駅
の
次
の
久
住
駅
北
方
で
数
百
米
の
所
に
あ

る
江
戸
時
代
以
来
の
在
郷
商
人
と
し
て
大
を
な
し
た
当
地
方
有
数
の
豪
農
で
あ
っ
た
。
そ
の
家
系
の
概
要
は
文
政
六
年
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
て

大
河
平
兵
衛
と
称
し
た
が
、
そ
の
緒
は
寛
政
年
間
以
降
と
見
ら
れ
る
。
文
政
十
二
年
に
は
田
安
領
十
六
ケ
村
の
寄
場
組
合
が
近
く
の
磯
部
村
に

置
か
れ
、
そ
の
管
内
で
は
有
力
な
商
人
で
天
保
十
四
年
、
金
弐
百
両
を
冥
加
と
し
て
上
納
し
て
い
る
。
そ
の
保
護
の
下
に
自
宅
の
西
方
を
北
流

ね
こ
な

す
る
根
木
名
川
に
専
用
の
河
岸
場
を
設
け
利
根
川
に
出
、
江
戸
川
を
経
て
江
戸
と
の
商
取
引
を
し
た
。
そ
の
主
た
る
も
の
は
田
安
家
の
庇
護
の

下
に
醤
油
醸
造
で
江
戸
に
販
売
し
た
。
そ
の
一
例
が
安
政
六
年
に
は
四
九
八
二
樽
（
六
升
樽
）
で
代
金
七
五
三
両
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
米
穀

の
取
引
を
行
い
、
文
久
二
年
に
は
佐
倉
藩
の
廻
米
九
七
○
○
俵
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
商
工
業
を
経
営
し
て
財
を
蓄
え
て
い
た
。
平
兵

衛
が
尚
中
に
金
銭
上
の
融
通
を
し
て
い
た
と
察
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
史
料
は
未
見
で
あ
る
。
当
主
の
大
河
保
治
氏
談
で
は
、
泰
然
か

ら
贈
ら
れ
た
と
伝
え
る
花
瓶
が
あ
り
、
他
に
は
な
い
と
い
う
。
佐
倉
藩
の
年
寄
部
屋
日
記
に
は
、
佐
倉
領
（
城
付
）
以
外
の
往
診
等
の
旅
行
等

に
は
そ
の
都
度
届
け
て
い
る
が
、
大
河
氏
に
関
し
て
の
記
事
は
な
い
。
然
し
記
録
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
こ
の
項
の
初
め
に
引
用
し
た
書

簡
か
ら
も
尚
中
と
平
兵
衛
の
間
に
は
深
い
交
際
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
今
後
の
尚
中
伝
調
査
の
一
つ
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

尚
中
の
少
年
期
の
漢
学
の
修
業
、
そ
れ
が
父
甫
仙
か
ら
影
響
さ
れ
、
そ
れ
が
ま
た
水
戸
藩
に
も
関
連
し
、
新
撰
東
西
年
表
刊
行
の
問
題
に
及
ん

で
い
る
こ
と
も
同
様
、
今
後
の
尚
中
伝
開
明
増
補
の
一
つ
の
問
題
点
と
見
ら
れ
る
。

（
蘭
学
資
料
研
究
会
員
・
佐
倉
市
史
編
主
任
）

早
速
弁
不
レ
申
候
草
を
頓
首
」
（
句
読
等
は
筆
者
）
。

註
記
ｌ
前
出
の
恩
田
は
恩
田
源
五
兵
衛
で
二
百
石
高
、
成
徳
書
院
肝
煎
（
管
務
）
。
續
は
續
徳
太
郎
で
聖
堂
に
学
ぶ
、
万
延
二
年
よ
り
成
徳
言

院
教
授
、
一
五
○
石
の
知
行
高
。
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